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1 はじめに 
 日本でのキャリア教育が脚光を浴びるようになった背景として、若者のフリーター志向や早


















































 ① フリーターの常用雇用化、ニートの自立化支援など、若者一人ひとりの状況に応じたき 
   め細かな対策の実施 
 ② 小学生から大学・大学院まで、地域や産業界と密接な連携による、体系的な人材育成の 
   推進 
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図 1 内発的キャリアデザイン 
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 ① ｢生存的－生成的｣軸(横軸)は、生活行動が経済的、物質的な欲求に基礎を置いているか、 
   それとも精神的、創造的な欲求に基礎を置いているかを示している。 
 ② ｢個人的－集団的｣軸(縦軸)は、生活行動が個人中心的か、それとも集団的かを示してい 
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の要因となる。 
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(3)3次元の生涯学習 















   
図 4 生涯学習の 3次元の体系［11］ 
 
 ① 基本生活学習から人間関係学習、自己実現学習、意味探求学習へと段階的に高度な課題 
   となる｢学習内容の次元｣。 
 ② 幼児期の学習から学齢期の学習、そして成人の学習、高齢者の学習へと成長段階によっ 
   て変化する｢発達階層の次元｣。 
 ③ 家庭での学習、学校での学習、職域での学習、地域での学習というように学習の場によ 
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 表 1に S大学の｢キャリア支援科目｣を紹介する。 
 










 内容をまとめたものを表 2に示す。 
 










年次 前期/後期 科目内容 備考 
キャリアデザイン入門 専門科目・必須・2単位  
前期 
元気の出る経営学 専門科目・選択・2単位 1年生 
後期 インターンシップ基礎 専門科目・選択・2単位 
前期 ベンチャービジネス論 専門科目・選択・2単位 
2年生 
後期 ビジネスプラン 専門科目・選択・2単位 
前期 ビジネスインターンシップⅠ 専門科目・選択・2単位 
ビジネスインターンシップⅡ 専門科目・選択・2単位 3年生  
後期 
経営事例研究 専門科目・選択・2単位 
4年生 通年 卒業研究 専門科目・必須・4単位 
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 目標達成意欲度診断においては、自己統制感尺度と自己教育性・成長性尺度の 2軸から大き
















          
図 5 目標達成意欲度診断の 4タイプ 
 
 ① タイプ A(成長志向努力型) 
 自己成長志向が高く、自己統制力も強い傾向であり、自己信頼感を持ち、意欲が充実
しており、健康で前向きな気持ちの状態であると考えられている。 





 ③ タイプ C(成長志向楽観型) 
 自己成長傾向は高く、自己統制力が弱い傾向であり、十分な自信や主体性はないが義
務感や建前で努力している状態で過剰適応になりやすい傾向が見られる。 
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(2)分析結果 

























    低           自己教育性・成長性           高 
  















平均値(自己教育性 = 64.56, 自己統制感 = 51.81)
分　散(自己教育性 = 442.18, 自己統制感 = 351.45)
平均値
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 そこで、S大学の学生 509名に対して実施した行動適応診断の結果を図 7に示す。レーダー
チャート図は 6つのタイプそれぞれについての 509名の平均値を結んだものである。なお、学
生の所属学部及び学年等は様々である。 
 また単純集計の結果、明確にリーダー的役割特性に分類された学生は 509名中 123名(24%)



























































タイプ A 56(17.0%) 101(30.7%) 157(047.7%) 
タイプ B 3(00.9%) 22(06.7%) 25(007.6%) 




タイプ D 5(01.5%) 40(12.2%) 45(013.7%) 
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表 4 調整化残差 
  
行動適応診断   
リーダー的役割特性 メンバー的役割特性 
タイプ A 3.62 -3.62 
タイプ B -1.70 1.70 




タイプ D -2.51 2.51 
 




るが、回答の 1、2を｢否定的回答｣、回答の 3を｢どちらでもない｣、回答の 4、5を｢肯定的回答｣
と 3段階のカテゴリとして扱うこととする。結果を表 5に示す。 
 さらに関連が見られた(有意差が見られた)項目について、調整化残差等から特徴をまとめる
と表 6のようになる。 
 また、目標達成意欲度診断の 4つのタイプ(タイプ A、B、C、D)毎に行動適応診断を集計し
た結果を表 7および図 8に示す。全体的に目標達成意欲度診断のタイプ Aの分布が広く、続い
てタイプ C、タイプ Bとタイプ Dが同程度で狭い分布であるといえる。 
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表 5 目標達成意欲度診断の 4つのタイプと行動適応診断の独立性の検定 
  














5 休暇の過ごし方など、家族のために自ら計画し実行に移す。 26.82** 
6 家族が何かやろうとするときは、うまくやれるよう段取りをする。 22.48** 
7 クラブやサークルなどでは、それぞれの役割にあった人を探し、運営にあたる。 38.50** 






















15 実習やゼミなどの準備当番でなくても、皆がうまくやれるようにサポートする。 21.18** 
16 家庭では、自分の役割と感じたことは責任を持ってこなす。 10.43 
17 家族のそれぞれの役割がうまく果たせるよう手助けする。 8.24 














23 ボランティアの活動では、リーダーの方針を理解することに努め、側面から援助する。 7.76 
24 ボランティアの活動などで、みんなと同じ活動なら、マイペースでやれる。 5.05 
(*：5%有意、**：1%有意) 
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まとめ役 親方 仕切り屋 アーティスト アシスタント 
縁の下の 
力持ち 
No 1 2 3 13 14 15 
A:肯定的 A:肯定的 A:肯定的 A:肯定的 A:肯定的 A:肯定的 
 B:否定的 B:否定的 B:否定的   アルバイト・ 
実習・ゼミ 
D:否定的 D:否定的 D:否定的 D:否定的 D:否定的 D:否定的 
No 4 5 6 16 17 18 
A：肯定的 A：肯定的 
B：否定的  家   庭 関連性なし 
D：否定的 D：否定的 
関連性なし 関連性なし 関連性なし 
No 7 8 9 19 20 21 
A:肯定的  A:肯定的 A:肯定的 
B:否定的  B:否定的 D:否定的 クラブ・ 
サークル 
D:否定的 D:否定的 D:否定的 D: どちらでもない
関連性なし 関連性なし 
No 10 11 12 22 23 24 
A:肯定的 A:肯定的 A:肯定的 A:肯定的 
B:否定的 B:否定的 A:どちらでもない  
 C:否定的 B:否定的  
ボランティア 
活    動 
D:否定的 D:否定的 D:否定的 D:否定的 
関連性なし 関連性なし 
※表中の A、B、C、Dは目標達成意欲度診断の 4つのタイプを表す 
※表中の Noは質問番号を表す 
 
表 7 目標達成意欲度診断の 4タイプ毎の行動適応診断の各平均値 
  
リーダー的役割特性 メンバー的役割特性  
まとめ役 親方 仕切り屋 アーティスト アシスタント 
縁の下の 
力持ち 
タイプ A 14.6 11.7 13.7 16.0 14.2 12.9 
タイプ B 11.7 8.3 9.9 13.6 12.6 13.0 




タイプ D 11.7 7.5 10.2 13.1 12.2  12.8  
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 ① まず、表 3 より総合的に目標達成意欲度診断のタイプ A はリーダー的役割特性が多く、
タイプ Dはメンバー的役割特性が多い傾向が見られる。 
 ② また統計的な有意性は見られていないが、図 8を見ると目標達成意欲度診断のタイプ B
とタイプ Dは行動適応診断においてもほぼ同様の分布をしており、タイプ Cとタイプ A
の分布も同様の分布であるが、タイプ B、C ともに一回り小さい分布であることがわか
る。 
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 ① 目標達成意欲度診断と行動適応診断のタイプには関連がある。 
 ② 目標達成意欲度診断のタイプ Aにはリーダー的役割特性が多く、タイプ Dにはメンバー 








 ① 自分の長所・短所を分析し、長所を伸ばすためのワークや行動を支援する。 
 ② 自分には何ができるのか、何がしたいかを考えさせ、目標設定の支援をする。 
 ③ 目標設定のために何が必要なのかを考えさせ、理解を促す。 
 ④ 専門科目をどのように選択し、履修すればよいかの理解を促す。 
 ⑤ 学生の自信やプライドを高めための学生生活の経験(インターンシップ、ゼミ活動、クラ 
   ブ活動など)を多く持てる機会を提供していく。 
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